
一般社団法人日本音響家協会東日本支部 

2022年度第 2回通常運営委員会議事録（Web会議） 
 

1.開催日時：2022 年 5 月 9 日（火）19：00～21：00 

2.開催場所：坂下支部長宅 

3.運営委員総数：17名 

4.本日の出席者数：16 名（議決権委任者数 9 名を含む） 

5.出席者名： 

Web出席者名：網野岳俊、市川悟、羽田野晋嗣、竹部健太、平井秀昌、岡本大輔 

Web出席監査： 

6.議決権委任者名：相澤慎平、中野雅也、古屋博敏、宮下雄二、田上智明、石丸耕一、奥山竜太、高橋真里 

         高橋待子 

7.議長名：坂下雄一 

 

第 1 号議案 東日本支部社員総会実施報告 

議長は、次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた。 

・コロナ禍の状況を鑑み、Zoom を利用したオンライン開催とした。 

・開催日時：2022 年 4 月 26 日(火)  19時 45 分 

・会場：スペース コウヨウ 6 階会議室（東京都国立市中 1-15-2） 

・全ての議案が可決された。(総会議事録参照) 

・今後、総会に合わせて基調講演やセミナーなどを行うことも検討することとした。 

議長がその賛否を議場に諮ったところ、全会一致をもって原案どおり可決した。 

 

第 2 号議案 「楽器を知ろう総集編」経過報告 

議長は、次のとおり本議案の要旨を述べ、コンテンツ編集担当の岡本委員から詳細な説明がなされた。 

・マリンバのコンテンツが 2本完成しているが、現在、導入部(イントロダクション)となるコンテンツを制作

中。 

・今後配信のタイミングや間隔などについて、本部に確認をとりつつ実施していくこととする。 

議長がその賛否を議場に諮ったところ、全会一致をもって原案どおり可決した。 

 

第 3 号議案 JAZZ ミクシングセミナーの開催について 

議長は、次のとおり本議案の要旨を述べ、平井委員から詳細な説明がなされた。 

・実行委員長：平井副支部長 

・会場：国立音楽大学 オーケストラスタジオ（予定） 

・開催時期：2022 年 9 月(5・6 日を予定) 

・対象：日本音響家協会会員限定 

・募集定員：15名 

・主旨：マルチトラックで録音された音源と生楽器(サキソフォン)のミキシングを体験していただき、JAZZ ミキ

シングの基礎を学ぶ。 

・生楽器演奏は、国立音楽大学の学生に依頼する方向で検討する。 

・経験の浅い初心者向けの内容とし、ワークショップスタイルで行うこととする。 

・開催に向けて準備を進め、開催時期についてはコロナ感染症の状況を見極めながら判断する。 

 議長がその賛否を議場に諮ったところ、全会一致をもって原案どおり可決した。 

 

第 4 号議案 機関誌特集記事について 

議長は、次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた。 

・タイトル：「ヘッドホン・イヤホンの今昔」 

・実行委員長：中野編集委員 

・全ての原稿は予定どおり執筆者から入稿され、編集作業中である。 

・巻頭文は、網野事務局次長が執筆する。 

・スケジュール 

 執筆原稿〆切 2022 年 4 月末日 

 執筆原稿割付、校正作業 2022年 5月 20 まで 

 編集担当へ原稿提出 2022年 5月 25日まで 

 7 月 1日発行の機関誌に掲載 



議長がその賛否を議場に諮ったところ、全会一致をもって原案どおり可決した。 

 

第 5 号議案 マイクケーブル 8 の字巻グランプリ 2022について 

議長は、次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた。 

・開催日：2022年 7月 1日 

・会 場：東京ビッグサイト ライブ・エンタテイメント EXPO内特設会場  

・主 催：マイクケーブル 8の字巻きグランプリ実行委員会 

・主 管：東日本支部 

・本部との共催事業として実施する。 

・実行委員長：坂下支部長。 

・予選参加者は例年通り HP などで募集するが、コロナ禍による当日の出場キャンセルも予見できる状況であ 

るため、各支部に出場者 1 名選出を打診する。(担当：坂下支部長) 

・決勝の選抜選手は、予選から 2名、選抜選手 4名とする。 

・協賛会社の公開を、協会のホームページで公開する。 

・エントリー者の対応は、入場証は自己申請とする。前日に確認のメールを送信する。 

・展示ブースは設けないため、講師控室を利用する。 

・機材等の送付先と保管場所の確保を RX Japan 様に依頼。 

・参加者に授与する優勝メダル、副賞、賞金等の手配について確認した。 

 メダル・マイクケーブル：網野事務局次長 

 副賞・賞金・8の字クッキー：市川委員 

議長がその賛否を議場に諮ったところ、全会一致をもって原案どおり可決した。 

 

第 6 号議案 2022 年度事業について 

議長は、次のとおり本議案の要旨を述べ、詳細な説明がなされた。 

・今後開催を検討するイベント 

 音響電源を考える Vol.3（9月開催予定） 

 ・線路長における電圧降下に着眼した内容で検討する                                 

デジタルミキサー比較試聴会  

現在の半導体不足の影響を受けて各社デジタル卓や DSP の生産が滞っている事を考え、状況を見て開催時

期や内容など継続検討とする。 

 楽器を知ろう（３月開催予定） 

声楽をテーマとし、継続検討することとした。 

石丸委員より、人間の肉体が声で共鳴する状態を可視化して測定するシステムについて情報提供あった。 

議長がその賛否を議場に諮ったところ、全会一致をもって原案どおり可決した。 

本日の Web会議システムを用いた運営委員会は終始異状なく議題の審議を終了した。 

 以上をもって議案の全部を終了したので、議長は 21時 00 分に閉会を宣した。 

 次回運営委員会は 2022年 6月 6日(月)19 時より Web会議にて開催予定。 

支  部  長：坂下 雄一 

議事録作成者：網野 岳俊 

 

 


